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(M) 

ろ
う
し
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
寸
歌
掛
け
」
習
俗
の
問

(お
)

い
だ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、

も
避
け
て
通
れ
な

ひ
と
ま
ず
稿
を
閉
じ
て
、
大
方
の

批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

(9) 

、王(
1
)
 

(2) 

(3) 

(
4
)
 

(
5
)
 

(6) 

(7) 

(8) 

(
叩
)

久
松
潜
一

『上
代
日
本
文
学
の
研
究
』

一
九
六

O
年

(
日
)

一
九
二
八
年
な
ど
。

土

『古

色ョ

『
万
葉
論
序
説
』

一
九
六

O
年

の
文
学
史
的
意
義
」
(
『
犬
養
孝
博
士

・
そ
の
後
』
)
一
九
八

O
年

光
『
柿
本
人
麻
日
研
究
』

一
九
九
二
年

代
匠

に
「
ヤ
、
ト
一
玄
へ
ル
ハ
、

キ
ハ
メ
テ
大
キ
ニ
ト
ハ
云
ヌ

意
ナ
リ
」
と
断
る
の
が
、

さ
し
ず
め
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
解
釈
と
言
え
よ
う
。

な
お
、

に
「
こ
〉

を
得
て
、

イ
ヤ
ヒ
ロ
ニ
タ
テ
と
よ
ま
む
か
L

と
説
く
の
は
、
訓
法
と
し
て
は
武
断
に
属
す
る
も
の
の
、
寸
差
」
の
指
示

は
か
ら
ず
も
全
注
の
理
解
を
先
取
り
し
た
恰
好
に
な

(ロ)

内
容
に
関
し
て
は
、

っ
て
い
る
。

も
の
で
はで
なは
く

±話

存F
カ~ • 
客千
体り
化っ
さ思

号吉
叙よ、、つ
のて

芸銀
と語
なす
つる
て主
い体
るそ
位の

相
を
指
示
す
る
。

窪
田
評
釈
に
「
月
夜
、
妹
の

へ
通
っ
て
行
こ
う
と
し
て
、
途
中
、
傾

人
麻
呂
歌
集
旋
頭
歌
に
お
け
る
叙
述
の
位
相

い
て
き
た
月
を
望
み
、
残
っ
て
い
る
道
程
を
思
っ
て
、
心
も
と
な
さ
を
感

じ
て
の
心
」
と
の
評
を
見
る
。

官
人
の
衣
服
は
着
用
者
の
体
格
に
応
じ
て
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

年
八
月
七
日
条
)
。

呼
称
「
妹
L

の
適
用
対
象
が
妻
や
恋
人
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
参
照
、
品
田
「

に
お
け
る
呼
称
の
表
現
性
」
(
『
万

葉
EL集
詞 3研
テ究

一
六
)
一
九
八
八
年
。

設
け
し
て
の

し
て
の
意
に
解
す
る
説
と
、
心

す
る
説
が
あ
り
、
代
匠
記
精
撰
本
の
よ
う
に
「
二
ツ
ヲ

に
つ
い
て
は
、

を
用

て
」
を
既
述
の
よ
う
に

兼
テ
見
ル
」
向
き
も
あ
る
が
、
「
や
や
大
に

解
す
る
場
合
に
は
、
裏
地
云
々
は
余
剰
な
要
素
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

試
み
に
一
首
を
意
訳
し
て
お
く
。
「
夏
の
日
盛
り
に
、

ほ
の
暗
い
離
れ
で

て
い
る
お
姉
さ
ん
。
出
来
上
が
っ
た
ら
お
い
ら
に
着
せ
よ

を

う
と
し
て
、

一
心
に
怯
耐
え
て
い
る
ん
だ
ね
。

で
も
ね
、

そ
れ
な
ら
も
う
少

し
大
き
く

っ
て
く
れ
な
い
と
着
ら
れ
そ
う
も
な
い
ん
だ
が
ね
」
。

た
だ
し
、
当
面
の

a
を
こ
れ
ら
民
謡
の

と
同
一
視
す
る
こ
と
は
許

き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、
一
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
「
夏
影
の
妻

屋
L

と
い
う
印
象
鮮
明
な
表
現
を
含
み
、

ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
夏
の
日
盛

え
て
く
る
の
に
対
し
、
後
者
は
い
ず
れ
も
場
面
と

い
う
べ
き
も
の
を
構
成
し
な
い
。
時
と
場
所
に
関
す
る
表
出
が

な
る
の
で
あ
る
。

り
の

四
七



(
日
)
(
M
)
 

(
日
)

(
日
)

(口)
(
問
)

人
麻
呂
歌
集
旋
頭
歌
に
お
け
る
叙
述
の
位
相

脇
山
七
郎
寸

j
に
つ
き
、
全
注
は
「
前
半
で
『

の
旋
頭
歌
L

(

『万

成
』
七
二
九
五
四
年

す
る
君
』
と
呼
び
か
け
て
、
後

半
で
さ
ら
に
『
馬
休
め
君
』
と
呼
び
か
け
る
。

り
返
し
形
式
の
変
形
で

も
あ
る
L

と
注
す
る
。

ー
の
「
公
L

は
、
節
句
働
き
の
男
を

二
っ
と
も
二
人
称
的
に
受
け
取
る
の
が

し
た
一
首
の
内
容
か
ら
見
て
、

で
あ
ろ
う
。
沢
潟
注
釈
・
全

集
・
集
成
も
、
こ
の
理
解
に
立
っ
て
「
あ
な
た
」
と
訳
す
(
参
照
、
折
口
口

O
も
、
「
哀
し
も
」
は
1
と
同
様
「
お
気
の
毒
」
の
意
で
、
恋
人
に

訳)。
見
捨
て
ら
れ
た
娘
を
横
合
い
か
ら
は
や
し
た
て
た
言
葉
と
考
え
ら
れ
る

(
稲
岡
耕
二
氏
談
)
。
夜
な
夜
な
で
は
な
く
「
朝
な
朝
な
L

そ
の
男
が
通
つ

(
日
)

て
い
た
と
い
う
表
現
も
、
娘
自
身
の

と
し
て
は
不
可
解
と
い
う
ほ
か

な
い
が
、
第
三
者
の
言
葉
と
見
れ
ば
無
理
な
く
了
解
さ
れ
得
る
。
男
の
朝

帰
り
を
何
度
も
目
撃
し
、
二
人
の
関
係
に
気
づ
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
の

で
あ
る
(
↓
注
目
)
。
な
お
、

『
万
葉
集
の
文
学
と
歴
史
』
(
一
九

八
八
年
)
は
、

b
e
e
f
お
よ
び
l
n
を
「
呼
び
か
け
形
式
L

と
す
る
。

線
部
は
対
話
的

を九
七
四
年

「
着
せ
て
む
と
か
も
L

と
い
う
疑
問
は
、
「
苅
る
も
」

の
「
自
省
的
な
詠

歎
」
に
括
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
主
観
的
判
断
成
態
の
一
要
素
と
な
っ
て
お

四
/¥ 

り
、
た
め
に
他
者
へ
の
問
い
か
け
と
し
て
作
用
す
る
可
能
性
を
封
じ
ら
れ

て
い
る
。

参
照
。

左
記
の

-
・
お
よ
づ
れ
か

狂f
言子
力日;

ワ

ガ

キ

キ

ツ

ル

モ

我
聞
都
流
母
・
.. 

吾
が
聞
き
つ
る

京
辺
に
君
は
去
に
し
を

執
解
可

結フ
手:

1F:白
}ロモー

O 

わ
が
紐
の
緒
の

秋
の
夜
を
長
み
に
や
あ
ら
む

ナ

ソ

コ

コ

パ

奈
曽
許
己
波

伊ィ
能ノ
祢キ
良ラ
要エさ
奴ヌ二
毛モ八

独

り
寝
れ
ば
か

(
三
六
八
四
)

前
近
代
の
諸
注
に
は
こ
の
点
に
つ
き
特
に
断
ら
な
い
も
の
が
多
い
が
、

マ
ソ
aデ

古
義
に
「
納
野
に
葛
引
婦
女
は
、
己
が
夫
に
令
ν
著
て
む
と
て
か
両
袖
も

て
引
ら
む
、
さ
で
も
あ
は
れ
の
婦
女
や
L

と
釈
く
よ
う
に
、
か
つ
て
は
一

首
全
体
を
非
対
話
的
に
受
け
取
る
の
が
一
般
的
理
解
だ
っ
た
よ
う
だ
。
近

代
以
降
で
は
、
金
子
評
釈
が
こ
れ
に
近
い
理
解
を
示
す
ほ
か
は
、
諸
注
、

を
寸
:
:
:
吾
妹
よ
」
「
:
:
:
妻
よ
」
等
と
対
話
的
に
訳
出
す
る
。
後

こ
「
:
:
:
I
h
こ

t

f

』

せ
よ
う
と
て
か
、
あ
あ

段
に
つ
い
て
は
、
茂
吉
評
釈

の
葛
を
刈
っ
て
ゐ
る
よ
」
、
大
系
に
「
:
:
:
着
せ
よ
う
と
し
て

し
て
夏
草
を
刈
っ
て
い
る
の
か
し
ら
ん
L

と
あ
り
、
全
註
釈
・
窪
田
評
釈
・
私

注
・
沢

注
釈
・
全
集
・
全
注
の
掲
げ
る
訳
文
も
こ
れ
に
近
い
。
た
だ
し

葛
を
引
い
て
ゐ
な
さ
る
の
か
」
と
、
後
段

折
口
口
訳
は
、
「
其
様
に
、

を
も
対
話
的
に
訳
出
し
て
お
り
、

の
頭
注
に
も
同
様
の
訳
文
が
見
ら

れ
る
。



(
加
)

「
呼
び
か
け
形
式
し
と
認
め
ら
れ
た
d
に
し
て
も
、
後
段
の

髪
に
あ
く
た
し
付
く
も
L

に
は
、

g
と
同
じ
く
非
対
話
的
に
解
す
る
余
地

(
泣
)

「
か
黒
き

が
あ
ろ
う
。
「
汝
が
う
る
は
し
き
髪
に
、
芥
の
つ
き
て

れ
む
は
、

さ

て

も
を
し
き

と
は
限
ら
な
い
。

な
ど
と
、
当
人
に
直
接
言
い
聞
か
せ
た
か
た
ち

の
理
解
は
お
お
む
ね
古
義
に
一
致
す
る
が
、
全
注

L 

( 

は
「
(
美
し
い
あ
の
子
の
)
ま
つ

な
髪
に
ご
み
が
つ
く
か
ら
な
あ
」
と
訳

出
し
て
い
る
。

(
幻
)

O

に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
初
二
句
は
地
名
モ
ル
ヤ
マ
に
言
い
掛
け

た
序
で
あ
る
が
、
親
が
年
頃
の
娘
を
管
理
す
る
と
い
う
そ
の
内
容
と
、
女

が
恋
人
に

さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
主
想
と
の
聞
に
は
、
偶
然
の
符
合

と
は
考
え
に
く
い
種
類
の
意
味
的
連
闘
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

『万

葉

の
表
現
と
方
法

下
L

(
一
九
七
六
年
)
が
、

未
通
女
ら
が
袖
¥
振
山
の
水
垣
の
」
久
し
き
時
ゆ
憶
ひ
き
吾
は(五

O
一

)

の
衣
解
き
洗
ひ
¥
文
打
山
」
も
と
つ
人
に
は
な
ほ
知
か
ず
け
り

(三
O
O
九
)

な
ど
の
「
二

の
序
」
に
つ
き
、
上
の
序
と
主
想
部
と
が
内
的
に

す

(
幻
)

る
と
説
い
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
て
よ
い
。

一
首
の
叙
述
は
、
内
容
的
に

(
M
)
 

〈

i
娘
に
対
す
る
親
の
監
視
↓
H
そ
の
目
を
盗
ん
で
通
っ
て
い
た
恋
人
↓

…m
そ
の
恋
人
に
見
限
ら
れ
た
娘
〉
と
い
う
連
鎖
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、

(
お
)

そ
の
場
合
、
同
じ
娘
が
ー
で
は
三
人
称
的
に
、
日
山
で
は
二
人
称
的
に

さ

人

歌
に
お
け
る
叙
述
の
位
相

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

第
五
句
「
妻
所
云
L

の
訓
法
は
、

ツ
マ
ガ
イ
へ
ラ
ク
(
新
訓
・
佐
佐
木
評

訳
・
金
子
評
訳
な
ど
)
が
無
理
だ
と
す
れ
ば
、

紗
の
訓
。
ま
た
古
義
・

ツ
マ
ガ
リ
ト
イ
ハ
パ
(

注
釈
・
塙
・
全
集
・
集
成
な
ど
)
と
ツ

マ
ガ
リ
ト
イ
へ
パ
(

-
全
註
釈
・
私
注
・
窪
田

以
下
、
茂

評
釈
・
大
系
な
ど
)
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、

イ

モ

グ

リ

ト

ヘ

バ

ケ

ニ

ヨ

パ

ズ

キ

れ
る
。
「
伊
母
我
理
登
倍
婆
気
示
館
婆
受
吉
奴
」
(
三
三
五
六
)
は
文
末
表
現

イ
モ
ガ
リ
ト
イ
ハ
バ
ナ
ヌ
カ
コ
エ
コ
ム

が
異
な
る
か
ら
措
く
と
し
て
も
、
「
妹
所
云
七
日
越
来
L

(

二
四
三
五
)
を

イ

ヘ

パ

キ

ヌ

イ
モ
ガ
リ
ト
イ
ハ
パ
・
ナ
ヌ
カ
コ
エ
コ
ム
と
訓
ん
で
当
該
歌
の
類
例
と
す

後
者
が
正
し
い
と
考
え
ら

る
の
は
無
理
で
は
な
い
か
。
こ
の
訓
が
成
り
立
つ
と
し
て
、

そ
れ
は
「
妹

が
り
と
云
」
う
こ
と
が
「
七
日
越
え
来
L

る
こ
と
自
体
の
条
件
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
該
歌
の
場
合
、
寸
行
く
L

意
志
は
す
で
に
前
段
に

示
さ
れ
て
い
て
、
「
い
か
に
」
行
く
か
に
焦
点
が
あ
る
の
に
、
改
め
て

「
妻
が
り
と
云
は
ば
」
と
仮
定
す
る
の
は
、

て
も
大
仰
に
過
ぎ
よ
う
。
「
妻
が
り
L

い
か
に
修
辞
的
仮
定
だ
と
し

の
ツ
マ
が
二
人
称
で
あ
り
得
な
い

こ
と
も
考
慮
さ
れ
て
よ
い
。

窪
田
評
釈
に
「
前
半
は
自
問
、

」
と
注
す
る
。

高
野
正
美
「

歌
・
仏
足
跡
歌
L

(

『

四
・
一
九
七
三

年
)
お
よ
び
注
5

全
注
も
「
こ
の
尊
敬
に
は
自
虐
的
な
戯
れ
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
す
る
が
、

前
・
後
段
の
関
係
に
つ
い
て
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
把
握
を
崩
さ
ず
、
「
若

四
九



(
お
)

(
幻
)

(
犯
)

(
却
)

(
却
)

(
担
)

人
麻
呂
歌
集
旋
頭
歌
に
お
け
る
叙
述
の
位
相

い
男
に
問
い
か
け
て
か
ら
か
う
前
半
と
、

若
者
が
そ
れ
に
答
え
て
は
ぐ
ら

(
詑
)

か
す
後
半
と
か
ら
成
る
」
と
す
る
。
稲
岡
注
口

の

周
到
に
修
正

(
お
)

し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
が
、
本
文
中
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

一
首
の
話

で
は
な
く
、
若
者
が
自
身
で
稲
を
刈
っ
て
い
る
の
は

は
ヤ
ツ
コ
の

な
ぜ
か
と
い
う
点
な
の
だ
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
し
、
こ
の
場
合
、
「
妹

カま

と
」
云
々
の
言
葉
を
「
は
ぐ
ら
か
す
」
と
評
す
る
の
は
当
ら
な
い

(
制
)

こ
と
に
な
ろ
う
。

古
義
は
「
本
句
は
問
に
て
、
末
句
は
答
な
り
L

と
し
た
上
で
、
後
段
を

「
い
な
さ
に
あ
ら
ず
:
:
:
親
切
に
お
も
ふ
妹
が
畑
為
の
故
に
か
る
稲
な
れ

ば
、
大
切
に
と
り
ま
か
な
ひ
て
、
手
づ
か
ら
秋
田
を
か
る
ぞ
、
さ
て
も
か

ら

き

」

と

釈

く

。

(
お
)

民

に
お
け
る
寸
問
答
形
式
L

と
「
主
述
形
式
」
と
の

2 

近
似
性
を
説
い
た
こ
と
を
想
起
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
J
⑧
に
お
い
て
は
、

は
外
的
・
第
三
者
的
視
点
の
作
用
を
、

内
的
・
当

の
作
用
を
示
す
。

品
目
「
人
麻
呂
作
品
に
お
け
る
主
体

八
|
五
ご
九
九
一
年

(
寸
国
語
と
国
文
学
」
六

身
崎
寿

退
散
』
挽
歌
試
論
」
(
「
国
語
と
国
文

田
王
『
山
科

尚子
L

六一二

一
一
)
一
九
八
六
年

品
目
「
人
麻
呂
作
品
に
お
け
る
主
体
の
複
眼
的
性
格
」
(
『万

一
八
二
九
九
一
年

研

究

五
O 

岡
耕
二
『
万

一
九
七
六
年

、
こ
の
件
を
二

神
野
志
注
5

で
、
旋
頭
歌
の
諸
形
式
を

J

ニ
旬
、
ず
つ
唱
話
さ
れ
る
」
点
に
お
い
て
統
一

の
「
固
守
」
と
お
さ
え
た
上

的

す
べ
き
旨
主
張
す
る
。

に
こ
の
主
張
を
支
持
す

る
が
、
「
問
答
歌
形
式
」

『古
代
歌

づ
け
に
お
い
て
見
解
を

に
す
る
。

の
の
生

一
九
八
八
年
に

と

... 

示
さ
れ
る
。
参
照
、
品
田
「
短
歌
成
立
の
前
史
・

(
「
文
学
L

五
六

ー
六
こ
九
八
八
年
。

』ま

と
近
世
の

く
様
式
的
特
徴
と
し

て
「
対
立
的
二
段
構
造
L

を
折
出
し
て
み
せ
た
。
そ
の

lま

「
問
答
形
式
」
を

型
と
し
た
上
で
、
「
主
述
形
式
」
「
寄
物
陳
思
形
式
」

「
誓
轍
形
式
」
等
々
の
派
生
を
説
く
も
の
で
あ
り
、

そ
の
点
と
も
関
わ
っ

て
、
総
体
と
し
て
の
「
主

の
「
問
|
答
」
関
係

ー
説
明
」
関
係
は

と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

、

に
関
し
て
は
、

四
句
体

歌
か
ら
短
歌
と
旋
頭
歌
が
分
化
し
た
と
し
、
ま
た
寸
問
答
(
歌
)
形
式
」

「
創
作
旋
頭
歌
」
と
す
る
な
ど
、
当
時
の
通
説
と
は
一

のす

る
理
解
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
が
、

越
え
て
、

の

そ
う
し
た

構
造
の

す
る
論
理
構
成
そ
の
も
の
は
、
「
片
歌
」
問
答
起
源
説

に
意
外
な
ほ
ど
酷
似
す
る
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
邪
推
め
く
が
、

説
の
基
本
線
は
、
旋
頭
歌
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
き
占

の
構
造
の
次
元
へ
と
換
骨
奪
胎
す
る
流
儀
で
構
想
さ
れ 、

一
般
の



の
発
生
母
胎
は
神
楽
歌
や
田
植
え

得
な
い
が
、
こ
の
形
式
を
原
型
と
見
な
す

第
で
あ
る
(
↓
注
M
)
。

「
問
答
形
式
」
の
存
在
理
由
を
実
体
的
な
問
答
と
想
定
す
る
限
り
、
そ

の
如
き
儀
礼
的
歌
謡
に
求
め
ざ
る
を

理
そ
の
も
の
が
疑
わ
れ
る
次

一

報

告

…

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
十
六
回

大
会

平
成
五
年
度
高
葉
学
会
全
国
大
会
(
第
四
十
六
回
全
国
大
会
)
は
、
平
成

(
し
な
だ

よ
し
か
ず
・
聖
心
女
子
大
学
助
教
授
)

五
(
一
九
九
三
)
年
十
月
二
十
三

J
二
十
六
日
、

共
立
女
子
大
学
と
の
共

に
よ
り
共
立
女
子
大
学
八
王
子
校
舎
に
て
開
催
さ
れ
た
。

一、
日
時

十
月
二
十
三
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
五
時
ま
で

会
場

共
立
女
子
大
学
八
王
子
校
舎
十
号
館
(

挨

拶

共
立
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

博
氏

演
赤
人
作
歌
一
首
の

す京
都
外
国
語
大
学
教
授

井
村
哲
夫
氏

万
葉
の
海

航
海

益
田
勝
実
氏

司
会

昌
忠
委
員

参
加
者

約
二

O
O名

晴
天
に
恵
ま
れ
て
本
年
度
の
大
会
は
、

ス
タ
ー
ト
し
た
。
東
京
郊
外
八
王

子
、
全
国
各
地
か
ら

か
し
い

カま

っ
て
く
る
。
都
心
か
ら
遠
い
せ
い
か

人
麻
呂
歌
集
旋
頭
歌
に
お
け
る
叙
述
の
位
相
・
報
告

五



報

五

告

出
足
が
鈍
い
。
定
刻
よ
り
や
や

れ
て
第
一
日
目
の
公
開
講
演
会
が
始
ま
る
。

三
、
研
究
発
表
会

を
代
表
し
て
、
学
会
代
表
で
も
あ
る
共
立
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部

十
月
二
十
四
日
(
日
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

開
)
地
下
大

日

教
授
同
氏
の
挨
拶
の
後
、
井
村
、
益
田
両
氏
に
ご

井
村
氏
は
、
「
み
か
り
」
の
語
を
騎
射
の
行

共
立
女
子
大
学
八
王
子
校
舎
九
号
館

ョ
ヲ
-
f
-
E
'
-
o

i
v
み
J
+
J
B
ν
+
J

ム一品

と
の
関
連
で
捉
え
る
こ
と
に

午
前
の
部
(
午
前
十
時
J
十
二
時
)

よ
っ
て
、
聖
武
天
皇
の
「
殺
生

の
志
向
が
偽
り
で
な
い
こ
と
を
力
説

ー
そ
の
短
歌
を
中
心
に
|

柿
本
人
麻
目
安
騎

せ
ら
れ
、
益
田
氏
は
万
葉
時
代
の
航
海
、
特
に
帆
走
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

大

阪

女

子

大

学

味
深
い
観
点
を
示
し
て
下
さ
っ
た
。
千
人
以
上
も
収
容
出
来
る

公
鳥
喧
作
歌

天
平
感
宝
元
年
の
時
鳥
詠
|

朝
比
奈
英
夫

渡
辺
護
委
員
)

堂
に
人

濁
居

は
ま
ば
ら
に
見
え
た
が
、

そ
れ
で
も
各
地
か
ら
参
集
さ
れ
た
会
員
の
数
は
二

光

華

女

子

大

学

百
を
越
え
、
熱
心
に

の
話
に
聞
き
入
っ
た
。
大
学
に
入
っ
て
す
ぐ
、

(
司
会

先
輩
に

め
ら
れ
て
読
ん
だ

『火
山
列
島
の
思
想
』
に
感
銘
を
受
け
、
今
回

を
心
待
ち
に
し
て
い
た
の
は
、
小
生
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。

午
後
の
部
(
午
後
一
時
J
五
時
)

続
紀
宣
命
出
典
未
詳
句
考
|
第
四
十
五
詔
の
対
句
表
現
に
つ
い
て

村

田

正

博

乾

「
益
ト
雄
」
と
「
益
荒
男
」
|
万
葉
集
に
お
け
る
母
音
脱
落
を

松
蔭
女
子
学
院
大
学

毛
利
正
守
委
員
)

博
代
表

の

金

沢

経

済

大

学

二
、
懇
親
会

日
時

仙
覚
抄
の
形
成

大

阪

市

立

大

学

午
後
六
時
か
ら
八
時
ま
で

十
月
二
十
三
日
(
土
)

(
司
会

会
場

料
亭
「
な
か
安
」

ス
ク
ー
ル
パ
ス
で
八
王
子
市
内
の
会
場
へ
移
動
。
参
加
者
九
十
八
名
。
恒

例
の
坂
本
、
渡
辺
両
氏
の
司
会
に
よ
っ
て
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
厳

想
定
し
た
表
記
l

大

J
キ
と
}
(
ギ

阪

大

ALe-

子

し
さ
を
含
ん
だ
諸
氏
の
お
言
葉
が
つ
づ
き
、
翌
日
の
研
究
発
表
会
が
楽
し
み

(
司
会

に
な
っ
た
、

そ
ん
な
懇
親
会
で
あ
っ
た
。

挨

拶

参
加
者

約
二
三

O
名

村
田
右
富
美

馬

治

委
員
)

吉

井
矢



例
年
よ
り
発
表
の
本
数
が
少
な
か
っ
た
分
、
質
疑
応
答
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、

旅
行
。
二
台
の
パ
ス
に
分
乗
し
、
甲
斐
・

河
の
国
を
め
ざ
す
。
案
内
は
旅

の
べ
三
十
四
人
(
伊
藤
代
表
の
挨
拶
に
よ
る
)
も
の
質
問
は
、

れ
の
発
表
を
時
に
は
深
く
、
時
に
は
広

っ
た
。

そ
れ
ぞ

行
の
立
案
準
備
に
奔
走
さ
れ
た
三
田
誠
司
氏
と
朝
比
奈
英
夫
氏
(
氏
は
前
日

研
究
発
表
も
な
さ
れ
本
大
会
に
大
輪
の

で
あ
っ
た
)
。
雲
一
つ
無
い
秋

本
学
会
の
特
徴
で
あ
る
活
発
な
や
り
と
り
が
、

い
つ
に
な
く
熱
い
も
の
と
な

も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。

晴
れ
は
、
富
士
の
絶
景
を
期
待
さ
せ
る
。
真
覚
寺
園
の
碑
に
、

文
字
の
訂
正
の
跡
を
確
認
す
る
の
は
常
に
文
献
批
判
を
心
掛
け
る
研
究
者
の

悲
し
い
性
。
い
つ
か
の
碓
氷
峠
の
碑
を
思
い
出
す
。
多
摩
の
横
山
の
遠
景
に

代
表
の
自
宅
の
説
明
を
受
け
、
残
念
な
が
ら
不
参
加
の
代
表
に
思
い
を
致
し

一
路
甲
斐
路
を
た
ど
る
。
し
も
の
期
待
は
、
雲
一
つ
無
い
富
士

の
万

前
日
懇
親
会
で
の
「
師
匠
の
説
に
な
づ
む
こ
と
な
く
云
々
」
と
い
っ
た
発
言

が
実
感
さ
せ
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
考
え
る
と
こ
ろ
が
大
。
学
問
的
立
場
や

方
法
の
違
い
も
窺
わ
れ
、

そ
の
や
り
と
り
は
、
発
表
者
に
と
っ
て
は
た
い
へ

ん
だ
っ
た
ろ
う
け
れ
ど
も
、
聞
く
方
に
取
っ
て
は
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の

な
が
ら
、

で
あ
っ
た
。

の
姿
。

旅
行
記
に
常
に

を
提
供
す
る

I
氏
と

A
氏
を
マ
ー
ク
し
て
い
る

と
、
さ
っ
そ
く
A
氏
が
国
分
寺
跡
で

を
発
揮
。
酒
折
の
宮
で
は
、

四

行

氏
の
解
説
に
耳
を
傾
け
る
人
、

日
時

十
月
二
十
五
・
二
十
六
日
(
月
・
火
)

一
泊
二
日

ま
た
看
板
の
誤
字
・
誤
読
を
指
摘
す
る
人
、

さ
ま
ざ
ま
な
感
想
を
い
だ
き
つ
つ
、
武
田
神
社
を
経
て
、
御
坂
峠
の
天
下
茶

屋
へ
。
秋
の
甲
州
路
は
、
秋
色
と
時
々
見
え
る
富
士
の
雄
壮
な
姿
が
我
々
を

迎
え
て
く
れ
る
。
月
見
草
こ
そ
見
え
な
か
っ
た
が
、
我
々
一
行
に
富
士
は
似

六
十
九
名

第
一
日

ー
武
田
神
社

河
口
湖
ホ
テ
ル
湖
龍
(
九
時
出
発
)
|

J
R
八
王
子
駅
北
口
八
王
子
駅
前
郵
便
局
前
(
八
時
四
十
分
集

八
王
子
市
真
覚
寺
|
甲
斐
国
分
寺
跡
|
石
和
(
昼

峠
天
下
茶
屋
|
河
口
湖
(
宿
泊
)

合
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
タ
閣
の
中
、

パ
ス
は
河
口
湖
畔
の
宿
所
へ
。

の

合
、
九
時
出
発
)

食
)
|

第
二
日

懇
親
会
で
は
、

い
ま
ま
で
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
司
会
者
、
坂
本
氏
と
渡
辺
氏
に
加

士
山
水
ケ
塚
|
由
比
漁

え
て
、
新
人
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
全
員
の
挨
拶
と
な
る
。
新
米
司
会
者
に

早
く
顔
を
覚
え
る
よ
う
に
と
の
、
御
二
人
の
暖
か
い
御
配
慮
と
思
わ
れ
た
。

こ
の
旅
行
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
、
な
ご
や
か
な
挨

港
ー
清
見
寺
(
昼
食
)
|
日
本
平
|
J
R
静
岡
駅
(
第
一
次
解
散
)
l
J
R

八
王
子
駅
(
第
二
次
解
散
)

本
大
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
恒
例
に
な
っ
た
一
泊
二
日
の
万
葉

拶
の
う
ち
に
会
は
進
行
し
た
。
そ
の
後
に
、
地
獄
が
待
っ
て
い
る
と
は
、
誰

幸匝

8=. 
仁3

五



報

告
・

予

d:. 
o 

五
四

も
予
想
せ
ず
に
:
:
:
。
幾
人
か
地
獄
の
一
夜
を
明
か
し
た
が
、
そ
れ
で
も
富

士
は
引
続
き
素
晴
ら
し
い
姿
を
我
々
の
前
に
あ
ら
わ
し
て
く
れ
る
。
今
日
は

予:

い
よ
い
よ
富
士
へ
。
し
か
し
、
昨
夜
の
浅
見
先
生
の
名
言
「
富
士
に
登
れ
ば

会
則
・
投
稿
規
定
の
改
訂
に
つ
い
て

第
百
四
十
五
号
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
平
成
四
年
十
月
の
代
表

に

富
士
ほ
見
え
な
い
」
が
天
に
聞
こ
え
た
の
か
、
富
士
に
近
付
く
に
つ
れ
新
噴

火
口
付
近
に

が
か
か
り
は
じ
め
る
。
時
間
の
都
合
で
新
五
合
目
は
諦
め
て

し
て
、
名
誉
会
長
の
新
設
な
ど
会
則
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ

昼
食
予
定
の
清
見
寺
へ
。
清
見
寺
で
は
ま
ず
今
回
の
旅
行
の
世
話
を
し
て
い

れ

一
年
間
、
以
前
か
ら
気
づ
か
れ
て
い
た

も
含
め
て
会
則
の
改
訂

た
だ
い
て
い
る
三
田
氏
ゆ
か
り
の
料
亭
よ
り
取
り
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
弁
当

に
つ
い
て

し
て
き
た
が
、
平
成
五
年
十
月
二
十
四
日
の

員
会
で
、

を
い
た
だ
く
。
そ
の
、
J

い
だ
け
で
な
く
、
今
回
の
学
会
に
お
け
る
三
田
夫

左
記
の
よ
う
に
改
訂
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

妻
の
活
躍
に
深
謝
。
清
見
寺
は
皇
室
と
も
ゆ
か
り
ふ
か
く
、

ま
た
朝
鮮
通
信

改
訂
の
趣
旨
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

史
の
遺
品
な
ど
、
見
る
べ
き
も
の
は
多
い
。

の
案
内
で
一
々
を
拝
見

一
、
代
表
お
よ
び
名
誉
会
長
に
つ
い
て
、
会
則
に
定
め
る
。

す
る
に
は
時
間
が
や
や
不
足
し
、
後
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
、
日
本
平
へ
。
こ

二
、
学
会
の
目
的
を
明
示
す
る
。

こ
が
最
終
地
、
粕
谷

の
挨
拶
で
、

ま
た
来
年
の
再
会
を

い
ム
口
〉
つ
。

三
、
全
国
大
会
・
本
部
・

委
員
会
に
つ
い
て
、
実
態
に
合
わ
せ
た
規

日
本
の
最
高
峰
を
極
め
た
我
々
の
次
回
の
旅
行
は
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
で
あ

定
を
行
う
。

る
と
は
、
来
年
の
大
会
開
催
予
定
の
京
都
女
子
大
学
井
手
先
生
の
お

。

四
、
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
る
。
た
だ
し
、
高
葉
の
「

1 

ま
た
次
を
楽
し
み
に
、
人
々
は
東
西
南
北
に
散
っ
て
行
く
。
さ
ら
に
高
い
と

及
び
編
輯
の
「

は
現
行
通
り
と
す
る
。

こ
ろ
を
め
ざ
す
た
め
に
。

に
な
っ
た
が
、
本
大
会
の
準
備
か
ら
運
営
に

五
、
合
わ
せ
て
、

を
改
訂
す
る
。

及
び
岡
山
大
学
、
筑
波
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
、

な
み
な
み
な
ら
ぬ
力
を
尽
く
し
て
頂
い
た
、
共
立
女
子
大
学
の
関
係
各
位
、

く
御
礼
申
し
上
げ

六
、
そ
の
他
、
字
句
の

正
を
行
う
。

七
、
右
に
伴
い
、
投
稿
規
定
も
修
正
す
る
。

る

(
Y
・I
記
)

右
の
う
ち
、
会

に
つ
い
て
は
、
現
行
年
額
三
千
円
は
昭
和
五
十
九
年
の



第
百
十
八
号
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
の

き
カヨ

と
な
っ

〉つ。

た
も
の
で
あ
る
の
で
、
御
了

い
た
い
。
な
お
、
会

は
年
度
初
め
(
四

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。

月
)
納
入
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
会
則
改
訂
は
平
成
六
年
四
月
か
ら
実
施

一
、
本
会
に
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
と
す
る
。

投
稿
規
定

記

一、

に
限
る
。

高
葉
学
会
会
則

一
、
内
容
は
高
葉
集
と
そ
れ
に

は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄

す
る
各
分
野
の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
葉
学
会
と
称
す
る
。

一、

一
、
本
会
は
、
高
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

葉
片
々
」

は
十
枚
以
内
)
と
す
る
。

一、

-
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ
っ
て
会

に
な
る
こ
と

の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
寓
葉
」
を

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表
会
・
研
修
旅
行
を
中
心

と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、
随
時
、
目
的
に
沿
う

-
発
行
す
る
。

一
、
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入

用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
が
あ
れ
ば

員
会
に
一
任
の
こ
と
。

が
で
き
る
。

一、

で
こ
れ
に
応
ず
る
。以
上

。

一、

は
、
年
額
四
千
円
の

(
誌
代
を
含
む
)
を
年
度
初
め
(
四
月
)
に

O 

四
十
七
回
全
国
大
会

納
入
す
る
。

平
成
六
年
度
の
全
国
大
会
を
京
都
女
子
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の

一
、
本
会
の
本
部
を

よ
〉
つ
に

る
予
定
で
す
。

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
一
三
八
号

日
U==口

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

開
催
日

平
成
六
年
十
月
一
日
(
土
)
J
四
日
(
火
)

。
第
一
日

十
月
一
日
(
土
)
午
後

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
・
発
行
は
編
輯
委
員
会
に
お
い
て
行

予

fr.. 
口

五
五



予

ι
口・ム
一品

講

師

京
都
女
子
大
学
教
授
・
大
阪
市
立
大

甲
子
園
短
期
大
学
教
授
・
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

教
授

井

手

至
氏

懇
親
会

。
第
一
一
日

十
月
二
日
(
日
)
全
日

研
究
発
表
会

。
第
三
・
四
日

十
月
三
日
(
月
)
・
四
日
(
火
)

寓
葉
研
修
旅
行

「
旧
都
を
め
ぐ
る
」

近
江
京

恭
仁

マ
平
成
六

内
容

全
国
大
会
で
の
研
究
発
表

上
代
の

-
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

時
間

三
十
分
(
発
表
時
間
二
十
五
分
、
質
疑
応
答
五
分
)

応
募
締
切
発
表
ご
希
望
の
方
は
、

六
月
三
十
日

-
氏
名
・

明
記
の
上
、
要
旨
(
八

木
孝
次
郎
氏

訂

難
波
京

名

し
ま
す
。

.4』
3X  

0
0字
以
内
)
を
添
え
て
、
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
内
)
宛
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

号話所住事名氏

新入会

044-989-7973 

048-461-4322 

川崎市麻生区岡上1462-33

1散351-01和光市本町29-35-201号

213 由美子

喜

関

曹

4番地388札幌市

・表示を含む)

004 部

(改姓・

相模原市大野台 6-8-14

八尾市都塚280-41

229 

581 

正

昭

豊

手IJ

垣

本

新

岡

五
六

0957-54-0041 

06-380-1295 

06-384-7401 

大村市久原 1-419-6 

吹田市千里山西 2-10-22 

吹田市千里山東 1-9 -21 
中通ハイツ301

856 

565 

565 

希

穂、

忍

真村

堀

伏

奥

神

0599-26-4378 鳥羽市屋内町6-13-202 

宇治市宇治戸ノ内30-9 
ユニライフ宇治V506

517 

611 

平

史岡。村

斎

野

048-667-2094 大宮市盆栽町528-4 330 福島千賀子



献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一、

会
員
は
、
年
額
三
千
円

の
会
費

(誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

二
本
会
の
事
務
は

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番

二
ニ
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
)

に
お
い
て
行
な
ふ
。

O 
お

普い
の O

後

記

O
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

本
格
的
な
春
の
到
来
の
待
た
れ
る
昨
今
で
す
。
雪

解
け
の
頃
、
杉
の
葉
末
に
た
ま
る
水
滴
が
日
の
光

を
受
け
て
き
ら
り
さ
ら
り
と
光
る
の
を
見
つ
め
て

い
た
遠
い
日
の
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

O
益
田
氏
と
井
村
氏
の
論
は
、
共
に
昨
年
の
八
王
子

市
に
お
け
る
全
国
大
会
で
の
講
演
を
お
ま
と
め
下

さ
っ
た
も
の
。
ま
た
品
田
氏
の
論
は

一
昨
年
の
高

岡
市
で
の
研
究
発
表
を
お
ま
と
め
下
さ
っ
た
も
の

で
す
。
益
田
氏
は

「
こ
の
講
演
を
も
っ
て
、
外
へ

出
て
人
さ
ま
に
お
話
し
す
る
こ
と
も
終
わ
り
に
し

た
い
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

お
思
い
が
深
い
味
わ
い
と
な
っ
て
に
じ
み
出
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

O
前
号
と
今
号
で
予
告
致
し
ま
し
た
通
り
、
平
成
六

年
度
(
四
月
か
ら
)
か
ら
、
会
則
と
投
稿
規
定
を

改
訂
致
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

O
こ
の
時
期
は
学
校
が
行
事
等
で
忙
し
い
せ
い
か
、

投
稿
が
少
な
く
編
輯
が
難
し
く
な
り
が
ち
で
す
。

御
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

寄
贈
は
堂
ム
玄
本
部
あ

て
2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓

等

の

学

会
費
の
現
金
(
小
切
手

・
小
為
替
)
に
よ
る
納

入
、
本
誌
既
一
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す

べ
て
下
記
の
清
文
堂
出
版
あ
て
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
投

稿

規

定

一、

投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
禽
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

て

原
稿
は

一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に

一
任
の
こ
と
。

て

論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す

る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

蔦

葉

筆

曾

会

則

て

本
会
は
首
問
葉
祭
舎
と
称
す
る
。

一
、
高
薬
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「蔦

葉
」
を
発
行
す
る
。

て

本
会
は
随
時
、

(
粕
谷

に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

講
演
会
、

平
成
六

平
成
六

(
一
九
九
回
)
年
二
月
二
十
五
日
印
刷

(一九
九
回
)
年
二
月
二
十
八
日
発
行

頒
価

七
百
五
十
円

〒
聞
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電

話

(
口六
)
否
五
l

ニ
四
一円

編

輯

・

発

行

寓

葉

墜

曾

代

表

者

伊

藤

博

保
倖
大
阪

0
1一
九

-
四
七
番

一T
叩
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

。
六
(
三
一)六一一六五

発
売
所

日
開
却
所



平
成
六
年
一

月
二
十
八
日
発
行

高

葉

頒
価
七
百
五
十
円

送
料
三
十
五
円


